
B1-8000.2204（H）

商品コード JANコード 品番 サイズ

21-099 4987458210990 NSD10WAST 100×115mm

50枚/箱

商品コード JANコード 品番 針長さ
(mm)

チューブ長
(mm)

※ 24-323 4987458243233 STC-20GX3/4-100 19

100

※ 24-380 4987458243806 STC-20GX5/8-100 16
24-310 4987458243103 STC-22GX1/2-100 13
24-283 4987458242830 STC-22GX5/8-100 16
24-282 4987458242823 STC-22GX3/4-100 19

※ 24-311 4987458243110 STC-22GX1-100 25
24-285 4987458242854 STC-24GX5/8-100 16
24-284 4987458242847 STC-24GX3/4-100 19

※ 24-324 4987458243240 STC-20GX3/4-450 19

450

24-314 4987458243141 STC-22GX1/2-450 13
※ 24-315 4987458243158 STC-22GX1-450 25

24-287 4987458242878 STC-22GX5/8-450 16
24-286 4987458242861 STC-22GX3/4-450 19
24-288 4987458242885 STC-24GX3/4-450 19
24-289 4987458242892 STC-24GX5/8-450 16

※は受注生産品 10本/箱

規　格

関連製品

抜針方法

救急絆創膏 

サージット®10 WA ST
● 非粘着部を設けており、ドレッシング材の剥離時の針の同時抜去を防止

します。

植込みポート用医薬品注入器具

セーフタッチコアレスニードル®セット
●針刺し・切創防止機構が付いており、抜針時の針刺し・切創のリスクを軽減します。
●耐圧は2.9MPa(420psi)です。（自社基準）

固定翼を指先でしっかり押さえ、
もう片方の手で把持部を持ち、
ロックを外します。

指で翼を固定した状態で把持部を
垂直に「カチッ」と音がするまで
しっかりと引き上げます。

ポートから抜かれた針がプロテクト
されていることを十分確認して
ください。

救急絆創膏

サージット®10 WA ST
医療機器届出番号：43B2X00005000133
医療機器クラス分類：クラスⅠ（一般医療機器）

針刺し・切創防止機構付き

販　　売：ニプロ株式会社
製造販売：リバテープ製薬株式会社

製造販売：ニプロ株式会社

医療機器認証番号：220AABZX00001000　医療機器クラス分類：クラスⅡ（管理医療機器）

ニプロ株式会社
大阪市北区本庄西3丁目9番3号



＊1 製造販売元社内試験に基づくデータ

アクリル系粘着剤 極薄の10µmフィルム

（N/19mm）
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50％モジュラス＊1
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※値が小さいほど伸びやすいです。

不織布部分にはアクリル系粘着材を使用することでより剥がれにくい設計に
しました。

10µmのフィルムは30µmのフィルムに
比べ伸びやすく、透湿性にも優れ
ています。

どの方向からドレッシング材を剥がしても、非粘着部がフーバー針等の同時抜去
を防止します。
非粘着部のサイズはフーバー針、固定テープが収まるサイズになっております。

ドレッシング材の中に貼れる滅菌済み固定テープ
フーバー針の固定用テープ2本、チューブの固定用テープ1本が付属されています。
付属の固定テープは滅菌済みになります。
チューブへの固定はΩ貼りがしやすいよう、幅が太くなっており、しっかり固定
できます。

非粘着部

サージット®10 WA ST

NSD10WASTを剥がした時 NSD10WAIV-6を剥がした時

非粘着部が針の同時抜去を
防止します。

針が粘着面に貼りついて同時
抜去される可能性があります。

針の抜去を防止する非粘着部

貼り方（例）

固定テープを剥がします フーバー針を固定します 剥離紙を剥がし、粘着面を出します 穿刺部位がフィルム（非粘着面）の中央に
くるように合わせて貼付します

本品を押さえながら表面の剥離紙の取っ手
をつまみ、ゆっくり剥がします

チューブに固定テープをΩ貼りし、固定
します
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